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研究成果の概要（和文）：本研究では，台湾・アメリカの研究者と連携して国内外で複数の手法を用いた実験を
実施し，「動詞－目的語－主語」を基本語順に持つ台湾先住民族言語であるタロコ語母語話者が動詞が内包する
「行為情報」に特化した認知的習慣を持ち「行為情報」を中心に世界を認識・記憶することを示した。また動詞
後置型言語である日本語との比較を通して，人の認知構造の普遍的側面と個別的側面を包括的に検討した。それ
らの成果を複数の論文ならびに国際学会や招待講演（日本, アメリカ, トンガ）として発表した。

研究成果の概要（英文）：Recent work has claimed that regardless of native language, humans share a 
cognitive preference to linearize events in agent-patient-action order (Goldin-Meadow et al., 2008).
 However, this claim has drawn heavily on pantomime studies with speakers of SO languages in which a
 subject preferentially precedes an object. 
This project tested speakers of the endangered Austronesian language Truku, whose basic word order 
is the typologically rare VOS word order. Truku speakers’ pantomimes rarely employed the 
agent-patient-action sequence, but produced the action-initial pantomimes. The results from 
pantomime studies as well as online eye-fixation evidence support the claim that the habitual use of
 a language may cumulatively influence speakers’ cognitive activities as they are thinking about 
and interpreting the world.

研究分野：心理言語学

キーワード： 言語学　実験心理言語学　言語と思考　動詞後置型言語　危機言語　眼球運動測定　フィールドワーク
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでヒトは普遍的に「行為者-対象物-行為」の順に事象認知を行うと考えられていたが，台湾先住民族語で
あり危機言語でもあるタロコ語のような動詞先行型言語は，技術的・地理的制限から研究対象とされていなかっ
た。本研究ではパントマイムと思考過程を反映する視線計測器を用い，タロコ語母語話者が動詞先行型という
「語順」の習慣的使用により事象の行為情報から先に認知することを明らかにし，これまでの普遍的認知仮説に
反する新たな視点を与えた。危機言語に内包される認知プロセスの多様性を認めた本研究の成果が，言語継承の
意欲・先住民としての帰属意識を高め，先住民言語の言語保存や言語の活性化に繋がることが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
これまで，⺟語の語順に関わらずヒトは普遍的に「⾏為者-対象者-⾏為」(Agent-Patient-Verb)の
順序で世界を認識する (普遍的認知選好)(Goldin-Meadow et al., 2008) とされてきたが，これは
世界の⾔語の約 90％を占める SVO ⾔語・SOV ⾔語に基づき⽴てられた仮説であり，類型論的
に珍しい動詞先⾏型⾔語での検討はなされていない。⾔語は内⾯的思考を認識し他者に伝達す
る⽬的で使われるため，⾔語と思考には切り離す事の出来ない強い相互依存の関係があること
がわかっている(Genter & Goldin-Meadow, 2003)。そこで本研究では動詞先⾏型話者を対象に，
どの順序で世界を認識し，どの情報を中⼼に思考を構築し⾔語化するのかについて検討するこ
とで，普遍的認知仮説の妥当性を再検証することを起案した。 
 
２．研究の目的 
本研究の⽬的は，ヒトが事象を認知する際に，その場⾯の構成要素（⾏為者・対象者・⾏為）を
どの順序で認知し，どの要素に対して⾼い顕在性(saliency)を持つのか，その順序や顕在性は⾔
語普遍的特性なのか，または⾔語個別的特性なのかを明らかにすることであった。そこで本研究
では，危機⾔語であり動詞先⾏型⾔語である台湾先住⺠諸語タロコ語(VOS)，正反対の語順を持
つ動詞後置型⾔語である⽇本語(SOV)，動詞が中央に位置する英語(SVO)を研究対象とし，パン
トマイム実験, 眼球運動を測定する視線計測実験, ならびに⾝体運動を操作した⾔語産出実験
を実施した。 
 
３．研究の方法 
実験はタロコ語話者が居住する先住⺠族居住地ならびにハワイ⼤学に視線計測器などの機材を
持ち込み，現地機関の協⼒を得て実験を⾏なった。 
 
(1)パントマイム実験 
⾏為者(Agent)・対象者(Patient)・⾏為(Verb)から構成される事象場⾯を３つのパントマイムだ
けで描写するよう指⽰し，３要素のパントマイム順序（思考の順序）が⾔語の順序による影響を
受けるのかについて，語順のことなるタロコ語・英語⺟語話者間で⽐較検討した(図１)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2)⾝体運動と視線計測・⾔語産出実験 
もし⾔語が思考に影響するのであれば，「動詞-⽬的語-主語」を基本語順に持つタロコ語⺟語話
者は，動詞が内包する「⾏為情報」に特化した認知基盤を持つのかもしれない。タロコ語は VOS
を基本語順とするが，動詞位置が異なる SVO との語順の交替が⽐較的柔軟に⾏われる⾔語であ
る。そこで，この語順交替の特徴を活かし，直前に操作した⾝体運動 （【能動的運動】⾃分の腕
を使って他者を引く・【受動的運動】他者から腕を引かれる）が，後続する事象描写課題で産出
される語順やヴォイスの選択に影響を及ぼすのかについて検討した（図２）。また，「誰が誰に何
をした」という事象場⾯のどの要素にどのような順序・タイミングで注⽬するのかを，視線計測
器を⽤いてリアルタイムで捉えて検証した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１: ⾏為者/対象者/⾏為からなる事象場⾯ 
 

図２: 実験環境 
 



４．研究成果 

(1)パントマイム実験 
⺟語の語順に関わらずヒトは普遍的に⾏為者-対象者-⾏為(APV)の順序で世界を認識するとい
う普遍的認知選好仮説がある(Goldin-Meadow et al., 2008)。この仮説が動詞を⽂頭に置く VOS
語順を基本とするタロコ語話者においても妥当であるのかを再検証した。またコントロール群
として SOV 語順を基本とする英語⺟語話者を⽤意した。この研究ではタロコ語⺟語話者 24名，
英語⺟語話者 24 名を対象に, 画⾯に呈⽰される⾏為者・対象者・⾏為からなる事象場⾯（図１）
を，３つのパントマイムだけを使い⾃由に描写してもらい，パントマイムで表現される事象要素
の順序や出現頻度を⾔語間で⽐較した。その結果，グラフ１が⽰すように、(i) 両⾔語において
⾏為者・⾏為・対象者(AVP)順序のパントマイムの産出が最多であった。これは APV 順序を普
遍的認知選好とする先⾏研究を⽀持するものではなかった。また，(ii) ⾔語間において⾏為パン
トマイムの出現位置が有意に異なった。具体的には，⾏為要素("叩く")が最初に出現するパント
マイムの割合は，タロコ語⺟語話者では全体の 19.6%を占めるのに対して，英語話者では僅か
0.2%に留まった。⼀⽅，⾏為要素がパントマイムの最後に出現する割合は，英語話者では全体
の 36.7%であるのに対して，タロコ語⺟語話者は 0.7%という結果になった。これらの結果は，
普遍的認知選好仮説とは異なり，動詞が⽂頭であるという⾔語的特徴を持つタロコ語話者は，動
詞が内包する「⾏為情報」に突出または特化した認知基盤を持ち，⾏為情報から最初に事象を認
知する傾向が強いことを⽰唆している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2)⾝体運動と視線計測・⾔語産出実験 
VOS/SVO の間で語順交替が可能なタロコ語を⺟語とする話者 30名を対象に，⾃分の腕を使っ
た⾝体運動（【能動的運動】⾃分の腕を使って他者を引く・【受動的運動】他者から腕を引かれる）
が (i)事象場⾯の⾏為者・対象者要素へ注⽬する順序・タイミング（眼球運動），またその運動が 
(ii) ⾏為要素に対する顕在性に影響し，絵を描写する際の産出⽂の語順選択（⾔語産出⽂）に影
響を与えるのかを検証した。その結果，(i)事象認知の初期段階において能動的運動は⾏為者へ
の注意を，受動的運動は対象者への注意を促すこと, (ii)運動のタイプ(能動的運動・受動的運動)
に依らず，⾝体運動を⾏うこと⾃体が⾏為要素に対する顕在性を⾼め，その結果，⾏為情報を内
包する動詞を⽂頭に置く語順 (VOS 語順) の⽂産出の傾向を⾼めることが，ベースラインであ
る静⽌条件との⽐較から明らかになった（図３）。 
 
 

 

 

 

 

 

 

さらに⽇本語⺟語話者 22名で同様の実験を実施したところ，能動的運動が事象場⾯の⾏為者へ
の注意率を増加させる傾向が⾒られたものの，有意な結果ではなかった。タロコ語話者と⽇本語
話者から得られた結果は，動詞-⽬的語-主語という動詞先⾏型⾔語であるタロコ語話者はその語
順の習慣的使⽤から⾏為情報に対する顕在性(saliency)が⽇本語話者よりも⾼いため，⾃⾝の運
動情報を柔軟に事象認知や⾔語構築過程に取り組んだ可能性を⽰すものであった。 
  これらの研究成果は，９件の国際学会・８件の招待講演を通して発信され，多岐に渡る分野
の研究者と活発な議論をする機会を得ることができた。また専⾨の学術論⽂を６件出版するこ
とで研究成果の還元に努めた。さらに研究を進める上で得た新たな知⾒をもとに，広がりのある
後続研究の基礎となる実験準備を進めることもできた。 

VPA	 VAP	 AVP	 PVA	 PAV	 APV	
Truku	 68	 21	 341	 20	 0	 3	
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グラフ１：タロコ語話者と英語話者のパントマイムの順序【⾏為者(A), 対象者(P), ⾏為 (V)】（パントマイム回数） 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３：タロコ語⺟語話者による条件別・語順別産出⽂ 
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